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全
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・
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全
国
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七
・
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同
右
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行
目

表
２
で
も
明
ら
か
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↓
表
５
で
も
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ら
か
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同
右
ｎ
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目

表
４
の
よ
う
に
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↓
表
５
の
よ
う
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な
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同
右

表
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生
計
費
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泉
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部
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４
．
生
計
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源
泉
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比
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平
均
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目

一
人
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均
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八
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万
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←
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行
目

一
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一
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当
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万
円
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一
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一
六
・
四
万
円
（
一
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当
り
五
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｜
万
円
）
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８４７３４４６1０００８２７６５ 

１９８０年国勢調査結果

６
ペ
ー
ジ

表
１
「
年
齢
構
造
（
年
齢
Ⅳ
区
分
別
）
」

の
〈
大
阪
府
〉
「
（
計
）
」
の
空
欄
に
上
記

の
数
字
を
追
加

愛

1 新生児（１２ケ月未満） 1.3％ ユユ２．９０７人 1.1＄ 939人

２ 乳幼児（１～５歳） 7.6 ６４２．４１４ 6.5 5，４０８ 

３ ﾉ]官と生（６～１１歳） １０．９ 9２３．０８５ １０．７ 
' 

8．８３１ 

４ 中学生（１２～１４歳） 4.6 ･３８９．１７７ 5.8 4．８３９ 

５ １５～１７歳 4.4 ３７２．１３６ 4.9 4.017 

６ １８～エ９歳 3.0 ２５４．４５４ 3.8 ３．１４４ 

７ ２０～２４歳 7.0 ５９１．１６２ 7.1 5,841 

８ ２５～２９歳 7.8 ６５７，６６４ 6.2 5.1ユユ

９ ３０～３４歳 9.9 ８４２．６２１ 7.6 6．３１５ 

１０ ３５～３９歳 9.0 ７５８．９６６ 7.2 5．９９９ 

１１ ４０～４４歳 7.7 ６５５，６６８ 7.9 6．５７８ 

１２ ４５～４９歳 6.9 ５８１，４８６ 7.9 6．４９９ 

１３ ５０～５４歳 5.5 ４６４．８９９ 6.2 5．１５６ 

1４ ５５～５９歳 4.0 ３３９，７１９ 4.8 3．９４３ 

エ５ ６０～６４歳 3.エ ２６４．５２５ 3.7 3，０３６ 

１６ ６５～６９歳 2.8 ２３９，０９１ 3.0 2．５０６ 

１７ ７０歳以上 4.4 ３７４，２７０ 5.1 4．２２６ 

1８ 不明 ０．１ 9．２０２ 0.5 ３７７ 

（計） 100.0 8,473,446 １００．０ ８２．７６５ 
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表２０部落労働者の社会保険の状況
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５
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１
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万
円
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塁：喜薑
部落（1973）は「被差別部落労働者の現状分析｣(部落解放研究所行政部門労働部会）

露

蓼鶏;i曇！

部落（７３=昭４８）

形 人数

日給 9.3 1，４９３ 

日給・月給 ３８．５ 6２１１ 

月給週給 ４１．６ 6，７０７ 

請負制 7.2 1．１６３ 

その他 2.3 ３７１ 

不明 1ユ １６９ 

(計） １００．０ １６ユ１４

部落（８２．１０）

％ 人数

1．時間袷 １２３ 3２４７ 

２．日絵 11.0 2．９１０ 

３．週絵 Oユ ３８ 

４． 日給月給 1９．９ 5．２４６ 

５．月絵 ５４４ １４．３７５ 

6．その他 1.7 ４４９ 

7．不明 0.5 1４４ 

（計） １００．０ ２６`４０９ 

部落（1982.10）

％ 人数

部落（1973）

％ 人数

１ 健康保険(日雇健保を含む）

２．厚生年金

３．雇用保険(船員保険を含む）

４．労災保険

５．退職金

６．有給休暇

７．生理休暇

８．賞与(夏期・年末手当等）

９．労働組合

10．いずれもない

ｌＬ不明 ９１１１６２５０１８７ ●ｂ●●●●●●●●● ６２７４０３７５７９４ ６６４５５５３６３１ 祀肥沁肥開飢巧岡朋刀羽６３４２３０９１７２２ ９７９９９９０９９７９ ７６２４３４９７９５１ １１１１１１ 
１ 

７５５９０６ 
５０ ４５３５６４’９征６５５５５５ 

６３ 

回答合計 498.1 131,548 

回答者計 100.0 2６，４０９ 
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弱
ペ
ー
ジ

図
Ⅳ
。
国
民
の
学
歴
構
成
と
の
比

較
（
砠
才
以
上
）
の
図
を
次
の
も

の
と
さ
し
か
え

未
皿
〃
叩
叩

妬
ペ
ー
ジ

表
釣
・
国
民
の
学
歴
構
成
（
全
国
）

を
下
の
表
と
六
Ｆ
し
か
え

29ページ

表３１．資格・免許の活用状況（部落）を次のよ

うに変更

羽
ペ
ー
ジ

表
加
の
見
出
し
を
「
労
働
者
の
所
有
す
る
免
許
・
資
格
の
内
容

（
部
落
一
九
七
三
）
」
に
変
更

１
凶

Ⅱ｢汁 表３１資格・免許の活用状況

４８．９ 

鑿葬:fl;’許
部落
(1982） 
不明(1．０

１０ 
１１－１－１１１１１１１１ 

1００．０ ２５９２０８ 0 2０ 6０ 8０ 10 4０ 

卒業者の比率 未就学者の
比率

％ 
２．１ 

１５～６４歳
人□区分

年
1950（昭和25）

1960（昭和35）

1970（昭和45）

1979（昭和54）

高等教育

％ 
２．９ 

後期中等教育

％ 
１４．３ 

義務教育等

％ 
８０．７ 

30ページ

図１５．公的年金の加入状況の「部落（82年10月）の項
万人

4,967 

24.6 

７
３
２
 

●
●
●
 

０
０
０
 

５．４ 

８．９ 

69.3 ５，９９３ 

船員年金

0.1％ 
34.1 7,153 56.7 

1３．１ 42.5 4４６２ 7,778 （
配
年
、
月

１
部
落文部省編「我が国の教育水準（昭和55年版）による」

ﾛ 

訂
ペ
ー
ジ
２
行
目

あ
わ
せ
て
八
・
一
一
％
（
五
、
三
一
九
人
）
↓
（
五
、
四
九
九
人
）

同
右

表
側
・
読
み
書
き
の
力
に
つ
い
て
の
「
Ｏ
読
み
書
き
の
相
関
関

係
（
①
と
＠
の
ク
ロ
ス
）
」
の
項
を
次
の
表
と
さ
し
か
え

羽
ペ
ー
ジ

表
加

（剛臓纐洲甲鮒鹸り）
一
般
（
全
国
）

、

の
脚
注
「
③
国
家
試
験
」
の
項
の
労
務
経
理
士
を
削
除

船員年金
０．４％ 

(211千人）

障
害
四
四
・
○
万
円

同
右
下
段
ｎ
行
目

三
七
・
四
万
円

←
 

四
四
・
｜
万
円

同
右
下
段
辿
行
目

平
均
給
付
が
四
二
・
八
万
百

一四
四
・
二
万
円

同
右
下
段
ｎ
行
目

障
害
四
一
一
一
・
二
万
円

←
 

四
二
・
八
万
円
に
す
ぎ
な
い

←
 

四
四
・
二
万
円
に
す
ぎ
な
い

同
右
下
段
９
行
目

老
齢
福
祉
年
金
が
年
二
八
・
八

万
円
↓
二
六
・
九
万
円

Ⅲ
ぺ

ジ
下
段
４
行
目

瞬間のの回答zrI目の｢】・全く醜めない｣と｢1.全く書けない｣のクロス築計。
猟問のの回答項目の｢1.全く醜めない」・｢2.かをなら読める｣と｢1.全く書けない｣・｢2.かななら書ける｣のクロ
ス愛afo

Tt間｡の回呑項目の｢3.漢字も少しは銃ぬる｣と｢ﾕ.全く書けない｣のクロス集計。
笈lul○の回答項目の｢4.銃むことに不自由しない｣と｢4.書くことに不自由しない｣のクロス鐸f・
上記の①､②､③、④以ﾀﾄのものの総数。

①
②
③
③
、

翰酎＄

Ｉ 

部落（８２．１０）

％ 人数

１．ついている ４６．５ １２，０５３ 

２．ついてぃ云い ４８．９ １２，６７６ 

3．木明 4.6 Ｍ９１ 

(計） １００．０ 25,9208 

僻”

ＬI HI】 回答 (％） (人）

のどの程度読むことが

できますか

１全く銃めない

２かをなら読める

３漢字も少しは読める

４読むことには不自由しない．

５不明

('１、計）

3.3 

5.0 

1４．１ 

74.9 

２．６ 

100.0 

2,247 

3,331 

9.494 

50,370 

1,768 

6７．２１０ 

⑥どの程度罫〈ことが

できますか

１全く薪けない

２かななら謙(ナろ

３漢字も少しは香ける

４轡くことには不自由しない

５不明

('j、計）

４．４ 

6.3 

1８．８ 

67.8 

2.7 

100.0 

2,970 

4,254 

12.618 

45,578 

１，７９０ 

6７，２１０ 

ｏ読み聾きの相関関係

(①と｡のクロス）

１全く読めない、かつ、全く書けない ① 

2ほとんど読めない､かつ､ほとんど評けない②

３少し銃める、かつ、全く書けない ③ 

4不自由なく読める､かつ､不自由なく書ける④

5その他、不明⑤

('j、：+）

３．１ 

4.8 

0.3 

67.3 

24.5 

100.0 

2,105 

3.214 

180 

45.204 

16.507 

6７．２１０ 

国民年金47.4％

(27851千人）

厚生年金42.1％

(24714千人）

艀金

10.1％ 

(5950千人）
、

￣ 
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表４４結婚差別の内容
妬
ペ
ー
ジ
・
妬
ペ
ー
ジ

表
仏
と
表
妬
の
表
部
分
を
入
れ
か
え
表
妬
の
数
字
を
次
の
よ
う

に
変
更

ｎ
ペ
ー
ジ

図
皿
・
部
落
差
別
の
体
験
と
直
接
的
見
聞
経
験
（
ｎ
歳
以
上
人

口
）
の
「
自
分
の
結
婚
」
の
項

酉
》
］
全
（
】
・
『
訳
）
↓
②
》
】
色
（
」
・
包
誤
）

蛆
ペ
ー
ジ
上
段
７
行
目

「
身
体
障
害
者
主
体
」
で
、
大
阪
主
体
の

←
 

「
身
体
障
害
者
全
体
」
で
、
大
阪
全
体
の

塊
ペ
ー
ジ
上
段
別
行
目

八
・
一
一
ポ
イ
ン
ト
高
い
↓
｜
｜
｜
・
二
ポ
イ
ン
ト
高
い

同
右

表
弱
・
身
体
障
害
の
原
因
別
状
況
↓
表
駒
：
…
…
…
・

認
ペ
ー
ジ

表
印
・
視
覚
障
害
の
原
因
別
状
況
の
比
較
↓
表
記
：
…
・
…

表
伍
・
聴
覚
…
音
声
・
言
語
障
害
の
原
因
状
況
の
比
較

←
 

表
別
聴
覚
・
音
声
・
言
語
障
害
の
原
因
状
況
の
比
較

別
ペ
ー
ジ

表
伍
・
肢
体
不
自
由
の
原
因
状
況
の
比
較
‐
＋
表
加
：
…
…
『

表
聞
・
内
部
障
害
の
原
因
別
状
況
の
比
較
↓
表
団
…
・
…
： 三

表４５妻の親元とのいききの状況（妻の親が反対一夫が部落、妻が一般地区）

ろ
官
ｂ
行
凸
ご
来
し

て
い
な
い

大阪部落実態調査報告書

(罐:躯刊，川円）
1982年10月に実施した大阪の部落全体の実態調査の報告

書。「同和新法」下の部落の実態を知る貴重な資料。

(問い合わせ先）

、、４７ ６３０ 

回回国mIRHF■、叩
■■■■■■■、回■■

(社）部落解放研究所

大阪市浪速区久保吉１－６－１２

ＴＥＬＯ６－５６８－０９０５ 

；
…
ｊ
ｌ
●
●
１
１
１
②
一
酒
一
一
８
．

１
塁

結婚時期 夫が部落、妻が｜股地区の生まれ１妻の親族の
反対

妻が部落、夫が一般地区の生まれ１夫の親族の
反対

１９２５年（大正１４年）以前 ４２．９％ ６６．７％ 

１９２６年～１９３４年（昭和元年～９年） ８１．８ ８５．７ 

１９３５年～１９４４年（昭和１０年～ユ９年） ８１．５ ９３．４ 

１９４５年～１９５４年（昭和２０年～２９年） ９２．２ ８５．２ 

１９５５年～１９５９年（昭和３０年～３４年） ９１．７ ９０．９ 

１９６０年～１９６４年（昭和３５年～３９年） ８７．９ ８０．２ 

１９６５年～１９６９年（昭和４０年～４４年） ８９．０ ７９．８ 

１９７０年～１９７４年（昭和４５年～４９年） ８８－８ ８８．７ 

１９７５年～１９７９年（昭和５０年～５４年） ９１．０ ８６．６ 

１９８０年（昭和５５年）以降 ８５．７ ９３．３ 

総数 ８９．７ ８４．６ 

結婚時期 行き来している 行くか来ない 肝涯嚇》噸峨互 あ室Ｄ行き来していない 行皀来していたい 親元か死亡して
いる

不明
１９２５年(大正１４年)以前 －％ 2.0％ －％ －％ ４０．０％ 40.0％ －％ 

１９２６年～１９３４年(昭和元年～9年） 1６．７ 】６．７ 3３．３ 3３．３ 

１９３５年～１９４４年(ＢｇＦｐ１０年～１９年） 3８．１ ４．８ 1４．３ 1４．３ 2３．８ ４．８ 

１９４５年～１９５４年(昭芹ﾛ２０年～２９年） ､４ 2０．３ ３．４ 1３．６ 1８．６ １．７ 

１９５５年～１９５９年(畷､３０年～３４年） 4５．５ ５．７ 1４．８ ９．１ ９．１ 1２．３ ３．４ 

１９６０年～１９６４年(昭Ｆｐ３５年～３９年） 5６．９ ３．３ 1１．４ 1１．４ ９．８ ４．９ ２．４ 

１９６５年～１９６９年(g日和４０年～４４年） 5２．１ ５．７ 1２．１ 1２．１ 1２．１ 5.0 0.7 

１９７０年～１９７４年(昭ﾄﾞﾄﾞﾛ４５年～４９年） 5５．４ ７．１ 1３．１ ９．５ ８．３ ３．６ ３．０ 

１９７５年～１９７９年（昭ｷﾞﾛ５０年～５４年） 6０．４ 3．５ 1２．５ ８．３ 1１．１ ２．１ ２．１ 

１９８０年(8日目､５５年)以降 5０．０ 2．５ 1１．３ 1７．５ 1５．０ ３．８ 

*公 放ＣＯ･ＤＥＣ 5２．０ ４．８ 1２．９ 1０．１ 1１．１ ６．９ ２．３ 




